
 

 
住宅ローンの手引き 
 

   
住宅ローンの返済  
   住宅ローンの返済は、通常、普通預金から住宅ローンの元金返済と支払利

息の合計金額が引き落とされます。家庭決算書では、住宅ローンの元金の

返済と支払利息の合計金額を一括して処理するのではなく、元金部分の返

済処理と支払利息の処理に分けて入力します。 
例えば、２月１０日に A 銀行の普通預金口座から１３５,０００円が引き

落とされ、この内訳は、借入金の元金部分の返済が１００,０００円、支払

利息部分が３５,０００円だとした場合の入力処理は、次のようになります。 
      
  （１）元金部分の返済の入力処理 

普通預金口座から A 銀行を選択して、日付は「２月１０日」、入出金は「出

金」、内容は「住宅ローン元金返済」、相手科目は「負債」の「住宅ロー

ン A 銀行」を選択して、金額１００,０００円を入力します。 
 
 （２）支払利息部分の入力処理 

普通預金口座から A 銀行を選択して、日付は「２月１０日」、入出金は「出

金」、内容は「住宅ローン支払利息」、相手科目は「特別消費」の「住宅

ローン支払利息」を選択して、 金額３５,０００円を入力します。 
 
 
入力処理を 2 つに分けたことによって、元金返済額の１００，０００円

は「負債」の「住宅ローン残高」を減少させ、支払利息の３５，０００

円は特別消費として計上されることになり、「月次家庭決算書」の「財産

対照表」で、住宅ローン残高を正確に把握することができます。 
 
 



 
 

 
 
 


